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花
無
心
ニ
シ
テ
　
蝶
ヲ
招
キ
　

蝶
無
心
ニ
シ
テ
　
花
ヲ
尋
ネ
ル
と
は
、

僧
良
寛
の
う
た
。
風
光
流
転
、
山

青
く
花
燃
え
る
陽
春
の
候
。
暦
は

四
月
。
▼
入
学
、
進
級
、
新
し
い

ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
い
、
小
学
校

の
門
に
入
る
ピ
カ
ピ
カ
の
一
年
生
。

そ
の
瞳
の
一
途
の
輝
き
。
希
望
の

火
を
、
生
涯
、
絶
え
る
こ
と
な
く

‥
‥
‥
と
祈
念
し
た
い
。
▼
今
年

の
高
校
入
試
問
題
「
国
語
」
に
、

画
家
東
山
魁
夷
の
随
筆
「
日
本
の

美
を
求
め
て
」
か
ら
の
出
題
。
一

本
の
庭
の
樹
が
芽
吹
き
、
若
葉
を

繁
ら
せ
、
秋
を
聴
け
ば
紅
葉
、
や

が
て
は
落
葉
、
土
に
帰
す
、
生
々

流
転
に
人
間
生
死
の
輪
廻
と
照
合

の
観
。
こ
の
自
然
観
の
情
趣
を
、

前
途
、
幾
山
河
、
春
秋
に
富
む
高

校
受
験
生
は
如
何
に
読
み
、
解
い

た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
▼
新
八
女

市
は
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
か
え
り

み
て
昭
和
晩
年
か
ら
平
成
に
入
っ
て
、

小
、
中
学
校
の
統
廃
合
が
急
速
に

進
渉
、
中
山
間
地
の
小
規
模
校
大

半
が
門
を
鎖
し
て
い
っ
た
。
そ
こ

に
は
時
流
諦
観
、
寂
寥
の
つ
ぶ
や
き
。

そ
こ
で
、
嘗
て
、
校
長
を
勤
め
た

黒
木
町
鴬
西
小
廃
校
後
に
勧
め
た
『
お

お
に
し
農
業
小
学
校
。
』
設
立
四

年
目
を
迎
え
る
春
三
月
。
『
ふ
く

お
か
地
域
づ
く
り
活
動
賞
』
の
受
賞
。

栄
誉
の
理
由
。
「
地
域
の
篤
農
家

を
　
農
業
博
士
　
（
教
授
）
に
し
、

都
市
住
民
と
の
交
流
を
積
極
的
に

図
り
、
地
域
内
の
交
流
を
活
性
化

さ
せ
る
と
り
く
み
が
地
域
の
振
興

に
資
す
る
」
い
い
仲
、
田
舎
の
振

興
と
斉
藤
芳
文
校
長
、
笑
顔
の
弁
。 
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日源上人顕彰例祭 
　　　　（筑後市溝口　福王寺） 

なんでも人権相談所 
　　　　（八女市社会福祉会館） 

上陽ふるさと市 
人生史サークル黄櫨の会 
　　　　（八女市社会福祉会館） 
 

くろぎふるさと日曜市 
黒木城山さくらウォーク 
　　　　　　　（八女歩こう会） 

石人まつり 
　　　　　（筑後市石人山古墳） 

べんがらの日（べんがら村） 
 

なんでも人権相談所 
　　　（黒木地域交流センター） 

上陽ふるさと市 

くろぎふるさと日曜市 なんでも人権相談所 
　　　　（広川町はなやぎの里） 

定例法律相談会（要予約） 
　　　　　　10：00～12：00 
（八女商工会議所）122-5161 

レディース法律相談 
　　　　　　（筑後市サンコア） 

上陽ふるさと市 

くろぎふるさと日曜市 

不動産に関する何でも 
相談会　　13：00～15：00 
　　　　　　（八女商工会議所） 
 

お風呂の日 
（グリーンピア八女） 
（温泉館きらら） 
（三加和温泉） 
 

お風呂の日 
（べんがら村） 

上陽ふるさと市 

くろぎふるさと日曜市 
滝の宮不動尊縁日 
　　　　　　　　　　（上陽町） 

上妻まつり（上妻小学校） 
古墳ウォーキング 
　　（吉田ウォーキングクラブ） 

心配ごと相談（八女市） 

八女市本所　４月７日・21日 

上 陽 支 所　４月14日・28日 

黒 木 支 所　４月７日・21日 

立 花 支 所　４月14日・28日 

法律相談（要予約） 

八女市本所　４月９日 

上 陽 支 所　４月23日 

黒 木 支 所　４月16日 

筑後市 

心配ごと相談 

　毎週木曜日／総合福祉センター 

健康に関する総合相談 

　毎週金曜日／筑後市立病院 

松尾弁財天縁日（立花町） 
本田仁○加（黒木町） 

なんでも人権相談所 
　　　　　（立花市民センター） 
　　　　　　（筑後市サンコア） 

社会保険個別相談会 
10：00～15：00（八女商工会議所） 
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隆勝堂さん 

水落石油さん 

餃子工房鶴屋 

私の行きつけのお店 

餃子工房鶴屋 

八
女
の
宝
物 

楽しい仲間たち楽しい仲間たち楽しい仲間たち

本田仁○加保存会 

スタジオカラー 

筑後市大字長浜2218 
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gallery
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原　徹（広川町） 

　
絵
を
描
き
始
め
て
五
年
、

今
で
は
退
職
後
の
一
番
の
趣

味
に
な
り
ま
し
た
。
絵
は
写

真
と
違
っ
て
色
々
な
物
を
付

け
加
え
た
り
、
消
し
た
り
で

き
る
所
に
興
き
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
自
分
の
感
性
で
作
り

上
げ
て
い
く
も
の
で
す
か
ら

難
し
い
け
れ
ど
楽
し
み
も
倍

加
し
ま
す
。
私
は
古
き
時
代

（
？
）
の
風
物
が
好
き
で
、

そ
れ
ら
を
探
し
た
り
、
写
真

な
ど
を
見
て
題
材

を
求
め
て
い
ま

す
。
こ
の
作
品
も

そ
の
中
の
一
つ
で

す
。
見
る
人
に
懐

し
さ
と
感
動
を
与

え
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
そ
れ
が
一
番

で
す
。
こ
れ
か
ら

も
自
分
の
納
得
で

き
る
作
品
を
目
指

し
て
精
進
し
た
い

と
考
え
て
い
ま

す
。 

　
今
年
も
本
田
仁
○
加
の
出
番
が

や
っ
て
き
ま
す
。
本
田
水
天
宮
の

奉
納
行
事
と
し
て
１
３
０
年
の
伝

統
を
も
っ
て
い
ま
す
が
、
昭
和
33

年
を
最
後
に
一
時
途
絶
え
て
い
ま

し
た
。
平
成
３
年
地
元
有
志
に
よ

り
復
活
、
今
年
は
20
回
目
の
記
念

公
演
と
い
う
こ
と
で
全
員
張
り
切

っ
て
い
ま
す
。
当
保
存
会
（
会
長

内
藤
啓
光
）
は
20
代
〜
60
代
の
12

名
か
ら
な
り
、
こ
れ
ま
で
各
地
の

祭
礼
や
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
中

学
校
等
の
各
種
行
事
に
出
演
し
て

い
ま
す
。
今
の
世
の
中
、
暗
い
ニ

ュ
ー
ス
や
腹
の
立
つ
こ
と
が
多
す

ぎ
て
、
腹
を
抱
え
て
笑
い
こ
ろ
げ

る
こ
と
な
ど
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
政
治
、
経
済
、
地
域
の
話

題
を
ネ
タ
に
小
学
生
、
中
学
生
の

仁
○
加
、
大
人
の
仁
○
加
五
作
を

ふ
る
さ
と
の
方
言
で
演
じ
ま
す
。

ど
う
ぞ
大
笑
い
し
て
日
頃
の
う
っ

ぷ
ん
を
吹
き
飛
ば
し
て
下
さ
い
。

て
〜
げ
お
も
し
ろ
か
ば
ん
、
見
ぎ

こ
ん
か
ん
。 

と
き
／
４
月
５
日
（
月
）
午
後
６

時
開
演
（
雨
天
の
時
は
11
日
） 

当
日
は
本
田
水
天
宮
春
の
大
祭
で

す 会
場
／
黒
木
町
大
渕
本
田
郵
便
局

西
（
本
田
仁
○
加
交
流
会
館
） 

1
０
９
０
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昨
年
11
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
、
総
合
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ

（
ス
タ
ジ
オ
カ
ラ
ー
）
で
は
、

最
年
少
は
３
才
か
ら
最
年
長

は
50
才
ま
で
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム

な
雰
囲
気
で
明
る
く
楽
し
く

ダ
ン
ス
を
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
ダ
ン
ス
の
ジ
ャ
ン
ル
も
多

種
多
様
、
初
級
者
ク
ラ
ス
も

あ
り
、
き
っ
と
や
り
た
い
ダ

ン
ス
が
見
つ
か
る
と
思
い
ま

す
。 

　
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
先

生
も
ク
ラ
ス
別
の
専
属
で
基

礎
か
ら
ゆ
っ
く
り
指
導
し
て

く
だ
さ
る
の
で
安
心
で
す
。 

　
ま
た
、
ユ
ニ
ー
ク
な
先
生

達
ば
か
り
な
の
で
、
面
白
く

楽
し
く
ダ
ン
ス
が
で
き
ま
す

よ
。 

　
ま
ず
は
楽
し
む
こ
と
か
ら

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
何
か

始
め
よ
う
と
思
っ
て
い
る
あ

な
た
、
今
が
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

一
人
一
人
の
ス
タ
イ
ル
・
色

を
出
す
。
そ
れ
が
Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｄ

Ｉ
Ｏ 

Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｒ
で
す
。 

代
表
　
龍
信
吾 
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ゆ
め
タ
ウ
ン
八
女
西
側
オ

レ
ン
ジ
の
壁
が
目
印
で
す
。 

   

　
日
の
出
直
前
、
私
は
こ
こ

に
立
っ
て
東
の
空
が
徐
々
に

明
る
く
な
る
の
を
見
る
の
が

好
き
で
す
。
や
が
て
遙
か
東
、

矢
部
の
山
々
が
神
々
し
い
シ

ル
エ
ッ
ト
を
現
し
ま
す
。
目

の
前
に
は
矢
部
川
の
静
か
な

流
れ
と
飛
形
山
の
や
さ
し
い

姿
、
八
女
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
多
く
の
学
校
の
校
歌
に
歌

わ
れ
て
い
ま
す
。
春
に
は
も

う
一
つ
楽
し
み
が
加
わ
り
ま

す
。
私
の
立
つ
対
岸
（
立
花

町
山
崎
）
の
河
川
敷

一
帯
に
は
こ
の
時
期

つ
く
し
に
は
じ
ま

り
、
菜
の
花
、
梅
、

桃
、
桜
等
の
花
々
が

次
々
に
咲
き
競
い
ま

す
。
そ
し
て
間
も
な

く
４
月
８
日
は
お
釈

迦
様
の
誕
生
を
祝
う

花
ま
つ
り
（
灌
仏

会
）
。
今
は
珍
し
く

な
っ
た
行
事
で
す

が
、
私
が
小
さ
い
頃

は
草
花
で
飾
っ
た
花
見
堂
の

お
釈
迦
様
の
像
に
甘
茶
を
注

い
だ
な
つ
か
し
い
思
い
出
が

あ
り
ま
す
。
春
の
競
演
の
フ

ィ
ナ
ー
レ
を
飾
っ
て
こ
の
河

川
敷
の
一
番
奥
、
（
株
）
立

花
商
事
さ
ん
で
は
社
員
さ
ん

の
お
世
話
で
毎
年
盛
大
な
花

ま
つ
り
が
催
さ
れ
多
く
の
参

詣
者
で
賑
わ
い
ま
す
。
立
派

な
仏
像
も
多
数
あ
っ
て
ミ
ニ

お
遍
路
気
分
も
味
わ
え
て
ち

ょ
っ
と
得
し
た
気
分
に
浸
れ

ま
す
。
こ
こ
は
い
つ
来
て
も

私
の
心
を
癒
し
て
く
れ
る
八

女
の
宝
物
で
す
。（
Ｊ
・
Ｔ
） 八女市宮野、矢部川の堤防から東方を望む 

　
４
月
１
日
よ
り
、
黒
木
、

立
花
、
上
陽
、
星
野
、
矢
部

の
各
商
工
会
が
合
併
し
、
八

女
市
商
工
会
が
誕
生
し
ま
す
。

我
々
青
年
部
も
一
つ
の
大
き

な
団
体
と
し
て
ス
タ
ー
ト
を

切
る
事
と
な
り
ま
す
。
部
員

数
も
百
名
あ
ま
り
と
な
り
、

組
織
の
運
営
、
既
存
事
業
の

継
承
、
広
域
で
の
活
動
と
、

課
題
は
山
積
み
の
状
態
で
す

が
、
多
く
の
仲
間
と
共
に
一

歩
一
歩
と
乗
り
越
え
て
行
け

る
事
が
楽
し
み
で
も
あ
り
ま

す
。 

　
私
達
、
若
手
と
呼
ば
れ
る

世
代
は
、
次
代
を
担
う
と
い

う
責
任
を
負
い
つ
つ
も
、
そ

の
行
動
力
に
よ
る
多
く
の
可

能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。
青

年
部
に
お
け
る
活
動
が
、
目

に
見
え
ず
と
も
、
地
域
や
事

業
所
の
振
興
、
活
性
化
に
繋

が
る
も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
ま
で
地
元
に
愛
さ
れ
、

育
ま
れ
て
き
た
、
商
工
会
青

年
部
が
、
新
八
女

市
と
な
っ
て
も
、

「
な
く
て
は
な
ら

な
い
存
在
」
と
な
る
べ
く
努

力
し
続
け
て
行
か
な
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
ま
す
ま
す
の

御
支
援
、
御
指
導
の
程
、
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

八
女
市
商
工
会
青
年
部 

文
責
　
高
田
康
弘 

　食品の品質偽造や

産地偽装が頻発し、

食の安全が見直され

ています。私のおす

すめの鶴屋さんの餃

子は創業時から厳選

された地場の食材に

こだわり、保存料や

添加物を一切使用せ

ずに長年の熟練の腕で手づくりされる逸品です。大切な家

族が口にするものですから「旨さと安心」は譲れませんよね。

最近お客の要望に応えて、かつてのファミレス（ハロービ

ーンズ）時代の懐かしい和風ハンバーグのソース類が復活

しました。当時のままのレシピで餃子同様、添加物や保存

料を一切使わず、子ども達と食

べた当時の美味しさが家庭で甦

り思わずタイムスリップしてし

まいました。家内も夕食づくり

のレパートリーが増え、レスト

ラン風の味に我が家では大好評

です。皆さん一度ご試食あれ。 

（筑後市・鶴屋の餃子ファン） 

　商工会青年部に課された問題や
事業に取り組むための合言葉とし
て、推進力、心の衝動、刺激の意
味を持つ　IMPULSE　をイメージ
キャラクターとしました。即ち、
　Ｉ　をデザイン化することで日
本列島を表現し、さらに　Ｉ　で
始まる次のキーワード 
◆Ｉndependence（自立） 
◆Ｉnformat ion（情報） 
◆Ｉnternat iona l（国際化） 
◆Ｉncubat ion（創出） 
◆Ｉntercommunication（交流） 
を商工会青年部のテーマに掲げて
活動しようとする意図を表現した
ものです。 
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「甦る昭和ロマン」 
（小学館発行）より 

ハッピーワンポイント英会話 ハッピーワンポイント英会話 ハッピーワンポイント英会話 

"I'd like to ~ "
～をしたい、～がほしい 

その
 

4 

輝く 
福岡県立八女農業高等学校 

悠久の時を経て流れる藤河内渓谷 

山
登
り
だ
よ
人
生
は
！ 

　
四
月
に
な
る
と
季
節
は
す

っ
か
り
春
め
い
て
、
今
日
も

夏
木
山
登
山
口
を
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。 

　
い
き
な
り
の
急
坂
を
登
る

と
、
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
が
咲
い

て
お
り
、
花
を
楽
し
み
な
が

ら
ゆ
っ
く
り
登
り
ま
し
た
。

こ
こ
ま
で
来
る
と
空
気
も
き

れ
い
で
、
小
鳥
の
さ
え
ず
り

を
聴
き
な
が
ら
夏
木
山
に
登

頂
と
な
り
ま
し
た
。 

　
山
頂
は
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
群

生
で
そ
の
美
し
さ
は
本
当
に

圧
巻
で
し
た
。 

　
さ
ら
に
縦
走
路
を
進
む
と

ノ
コ
ギ
リ
尾
根
と
呼
ば
れ
る

難
所
の
連
続
で
す
。
垂
直
に

掛
か
る
梯
子
と
ロ
ー
プ
を
頼

り
に
、
登
下
降
に
時
間
が
か

か
り
、
登
山
口
に
７
時
間
も

か
け
て
や
っ
と
の
思
い
で
到

着
し
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
は
若
葉
が
み
ず
み

ず
し
い
藤
河
内
渓
谷
の
一
枚

岩
を
見
な
が
ら
、
こ
の
造
形

に
ど
れ
だ
け
の
年
月
が
流
れ

た
の
だ
ろ
う
か
と
、
思
い
を

は
せ
な
が
ら
帰
路
に
つ
き
ま

し
た
。 

八
女
文
化
連
盟
写
真
部
　

樋
口
清
人 

夏
木
山
（
大
分
県
１
３
８
６
ｍ
） 

タ
ー
キ
ー 

　
タ
ー
キ
ー
と
言
っ
て
も
、

ク
リ
ス
マ
ス
に
食
べ
る
七
面

鳥
の
こ
と
で
は
な
い
。 

　
昭
和
十
八
年
に
上
京
、
授

業
を
サ
ボ
っ
て
淺
草
に
よ
く

遊
び
に
行
っ
た
。
ま
だ
エ
ノ

ケ
ン
や
古
川
ロ
ッ
パ
が
芝
居

に
出
て
お
り
、
そ
ん
な
中
に

男
装
の
麗
人
水
の
江
滝
子
サ

ン
が
居
た
。
戦
争
の
激
化
に

つ
れ
、
ア
ッ
と
い
う
間
に
皆

姿
を
消
し
た
。 

　
そ
の
後
彼
女
に
逢
っ
た
の

は
（
見
た
の
は
）
テ
レ
ビ
の

ゼ
ス
チ
ャ
ー
で
、
柳
家
金
語

楼
と
彼
女
が
キ
ャ
プ
テ
ン
で

あ
っ
た
。
と
て
も
茶
目
ッ
気

の
あ
る
人
で
あ
っ
た
。
永
六

輔
の
本
に
次
の
文
章
が
あ
る
。 

「
永
さ
ん
ネ
、
八
十
過
ぎ
る

と
物
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
る
よ
」

そ
れ
で
僕
が
「
そ
ん
な
に
ひ

ど
い
の
、
じ
ゃ
あ
、
昨
日
食

べ
た
も
ん
思
い
出
せ
る
」
と

聞
い
た
ん
で
す
。
す
る
と 

「
あ
ゝ
、
思
い
出
し
た
」 

「
じ
ゃ
、
お
と
と
い
の
夜
は
」 

「
思
い
出
せ
る
」 

「
そ
の
前
の
日
は
」 

「
大
丈
夫
」
と
、
全
部
思
い

出
せ
る
ん
で
す
よ
。
す
ご
い

じ
ゃ
な
い
で
す
か
っ
て
言
っ

た
ら
、 

「
あ
た
し
毎
晩
う
ど
ん
だ
か

ら
」
で
す
っ
て
。 

　
モ
リ
シ
ゲ
さ
ん
も
茶
目
ッ

気
が
あ
っ
た
。
美
人
の
お
尻

に
、
す
ま
し
て
一
寸
さ
わ
る
。

で
も
誰
も
セ
ク
ハ
ラ
と
騒
ぎ

は
し
な
い
。
む
し
ろ
楽
し
い

雰
囲
気
に
な
る
。 

　
茶
目
ッ
気
の
二
人
共
昨
秋

亡
く
な
っ
た
。
九
十
才
を
越

し
て
い
た
と
は
言
え
、
寂
し

い
こ
と
で
あ
る
。 

（
筑
後
市
）
山
村
知
世
夫 

　
４
月
の
八
女
農
み
ら
い
館

で
は
、
皆
さ
ん
に
作
る
喜
び

を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
新

鮮
な
季
節
の
野
菜
を
食
べ
て

い
た
だ
く
た
め
に
野
菜
苗
を

販
売
し
ま
す
。
ま
た
、
花
壇

の
花
も
そ
ろ
そ
ろ
植
え
替
え

の
時
期
で
す
。
そ
こ
で
、
春

植
え
花
壇
用
の
花
の
苗
も
多

数
販
売
し
ま
す
。 

　
毎
年
、
春
と
秋
に
立
花
町

中
島
区
の
人
た
ち
と
、
国
道

３
号
線
の
歩
道
に
花
を
植
え

た
プ
ラ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る

「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
を
行

っ
て
い
ま
す
。（
写
真
）
街
が

花
い
っ
ぱ
い
に
な
れ
ば
い
い

と
思
い
ま
す
。 

４
月
の
開
館
日
は
13
日
・
16

日
・
20
日
・
23
日
・
27
日
、

10
時
30
分
〜
15
時
30
分
で
す
。 

※
多
く
の
皆
様
の
お
越
し
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

　
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー

で
用
い
る
精
油
は
、

フ
ロ
ー
ラ
ル
系
、
ウ

ッ
デ
ィ
系
、
ハ
ー
ブ

系
、
樹
脂
系
な
ど

様
々
で
、
香
り
だ
け

で
は
な
く
、
精
油
ひ

と
つ
ひ
と
つ
に
独
自

の
薬
効
効
果
が
あ
り
ま
す
。

ど
の
精
油
も
大
変
魅
力
的
な

香
り
な
の
で
す
が
、
中
に
は

非
常
に
個
性
的
な
も
の
や
癖

の
あ
る
も
の
、
お
薬
の
よ
う

な
香
り
の
も
の
も
あ
り
ま
す
。 

　
香
り
の
好
み
も
人
そ
れ
ぞ

れ
で
、
周
り
は
い
い
と
感
じ

る
香
り
が
自
分
に
は
そ
う
で

も
な
か
っ
た
り
、
逆
に
自
分

は
大
好
き
な
香
り
が
、
他
人

に
と
っ
て
は
嫌
な
香
り
だ
っ

た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
人
に
と
っ
て
心
地
い

い
香
り
は
、
そ
の
人
に
必
要

な
成
分
が
た
く
さ
ん
含
ま
れ

て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
薬
効
は
魅
力
的
だ

け
れ
ど
、
香
り
が
ち
ょ
っ
と

…
と
感
じ
る
場
合
で
も
香
り

を
ブ
レ
ン
ド
す
る
事
で
、
ぐ

っ
と
印
象
が
変
わ
り
、
な
ん

と
も
素
敵
な
香
り
に
変
身
す

る
事
も
あ
り
ま
す
し
、
何
度

か
使
っ
て
み
た
ら
、
い
つ
の

間
に
か
そ
の
香
り
が
大
好
き

に
な
っ
た
と
い
う
方
も
多
い

よ
う
で
す
。 

　
新
し
い
香
り
を
取
り
入
れ

る
事
は
、
脳
へ
の
刺
激
を
増

や
す
事
に
も
な
り
ま
す
。
定

番
の
香
り
に
少
し
変
化
を
つ

け
る
こ
と
も
意
識
し
て
み
ま

し
ょ
う
。 

　
香
り
に
よ
る
心
地
よ
さ
は
、

自
律
神
経
の
安
定
に
つ
な
が

り
、
代
謝
力
が
ア
ッ
プ
、
健

康
増
進
や
美
容
効
果
、
心
の

安
定
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。 

　
素
敵
な
香
り
で
元
気
い
っ

ぱ
い
に
春
を
過
ご
し
た
い
も

の
で
す
。 

Ｌ
Ｉ
Ｃ
フ
レ
グ
ラ
ン
ス
ス
ク
ー
ル 

認
定
講
師
　
牧
坂
久
美
子  

1
０
９
０
―
２
７
１
４
―
９
１
７
２ 

e-m
ail: nk_m

akisaka@sunny.ocn.ne.jp

アロマテラピー アロマテラピー アロマテラピー アロマテラピー 

　
日
向
神
ダ
ム
の
桜
並
木
の

道
が
終
わ
り
か
け
る
曲
が
り

角
に
「
ま
ん
ど
き
そ
ば
」
が

あ
り
ま
す
。
そ
ば
の
種
類
は
、 

店
名
と
お
な
じ
ま
ん
ど
き
そ

ば
・
か
け
そ
ば
・
ざ
る
そ
ば

と
メ
ニ
ュ
ー
は
少
な
い
け
れ

ど
お
ま
け
で
つ
け
て
く
れ
る

多
種
多
様
の
お
か
ず
が
絶
品
！

今
回
は
“
春
”
の
味
「
わ
さ

び
漬
け
」
を
紹
介
し
ま
す
。 

　
一
口
食
べ
る
と
、
ツ
ー
ン

と
鼻
に
抜
け
る
辛
さ
に
思
わ

ず
「
お
ぉ
っ
！
」 

す
か
さ
ず
お
ば
ち
ゃ
ん
「
よ

う
、
た
っ
と
ろ
」
と
に
っ
こ

り
。
作
り
方
を
教
え
て
も
ら

い
ま
し
た
。 

■
材
料
　

―
　

葉
わ
さ
び
１
０

０
ｇ
、
塩
、
味
噌
、
砂
糖 

■
作
り
方
　

―
　

▼
70
度
の
お

湯
で
さ
っ
と
茹
で
、
冷
水
で

さ
ら
す
。
▼
１
〜
1.5 
cm
の
長

さ
に
切
っ
て
小
さ
じ
１
の
塩

で
揉
む
。
▼
軽
く
絞
り
味
噌

と
砂
糖
を
加
え
和
え
る
。
（
適

量
） 

☆
☆
簡
単
そ
う
だ
け
れ
ど
、

鼻
に
抜
け
る
ピ
リ
っ
と
し
た

風
味
を
出
す
に
は
茹
で
る
加

減
が
コ
ツ
だ
と
か
。
☆
☆ 

◎
わ
さ
び
漬
け
（
５
０
０
円
）

の
ほ
か
、
漬
け
物
や
葉
わ
さ

び
が
あ
り
ま
す
。
（
季
節
に

よ
り
替
わ
り
ま
す
） 

★
つ
け
あ
わ
せ
の
お
か
ず
は

出
勤
す
る
お
ば
ち
ゃ
ん
で
替

わ
り
ま
す
か
ら
お
楽
し
み
に
。

八
女
市
矢
部
村
鬼
塚
（
八
女

森
林
組
合
矢
部
支
所
隣
） 

1
０
９
４
３
―
４
７
―
２
３
４
４ 

営
業
日
・
時
間
／
土
・
日
・

祝
日
　
午
前
10
時
〜
16
時 

ち
ょ
っ
と
豆
知
識
「
ま
ん
ど

き
」
と
は
、
お
日
様
が
真
上

に
来
た
と
き
蕎
麦
種
を
蒔
け

ば
、
豊
作
ま
ち
が
い
な
し
と

の
い
わ
れ
が
あ
り
ま
す
。 

矢部んうまかも～ん① 
おにぎり（２００円） 
まぜご飯（こんにゃく・ゴボウ・しいたけ・人参） 
しろおむすびもあります。 

大根と人参の酢の物 

葉わさび漬け 
まんどきそば 
（一杯５００円） 

しいたけ・こんに 
ゃく・大豆の煮物 

*I'd like to = I would like to

山頂のシャクナゲが疲れ 
を癒してくれました。 

　前回の会話では、ハワイの空港到着後「～は、どこで
すか？」という質問を繰り返しながら、タクシー乗り場
を探しました。 
　今度は、空港からタクシーに乗って、ようやくホテル
に到着しました。いよいよチェックインです！　ドキドキ！？ 
A) Hello!  I'd like to check in, please. I have a 

reservation. 
（こんにちは！　チェックインをしたいのですが。予
約はしてあります。） 

B) Certainly, ma'am.  May I have your name, 
please?
（かしこまりました。　お名前をいただけますか） 

A) Emi Otsubo.（名前のつづりを伝える） 
E,M,I,O,T,S,U,B,O
（エミ　オオツボです。） 

B) All right. Your reservation is 7 
nights from today, departing April 
2?
（了解しました。ご予約は、今日から７
日間で、４月２日にご出発ですね？） 

A) Yes!  That's right.  
　　（はい、そうです！） 
B) One person for a single room. 

Would you like an ocean view or a 
city view?
（お１人様、シングルルームご使用ですね。
海側のお部屋と街並みが見えるお部屋の
どちらがよいですか？） 

A) I'd like an ocean view, please!　
　　（海側のお部屋をお願いします） 
　＊前回（その3）のフレーズ復習 
　Where is  ~ ?  （～は、どこですか？） 

ハッピーデイズイングリッシュハウス　大坪エミ 
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行
っ
て
み
よ
う
よ 

こ
の
お
店 

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト 

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト 

Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｎ
Ｔ 

　八女市稲富にて健康を願う獅子回しがあった。父が

獅子になって子どもの健康を願いお祈りしたいと想っ

たのだが、子どもは獅子が怖く祖父にしがみ付いた所

であった。子どもは怖がっていたのだが、祖父も父も

健康を願い獅子に噛ませることに必死になっていた。

いつの世も子どもの健康を願う家族の思いは同じなのだ。

今日まで伝統文化を続ける努力が見受けられる風流で

あった。（中央写真は馬場将太郎くん）　　八媛会　北島東司郎 

こわいよー 

フォトエッセイ フォトエッセイ 

「
ク
ラ
ッ
シ
ー
」
は
毎
月
発
行
し
ま
す
。
紹
介
し
た
い
地
域
の
行

事
や
趣
味
の
サ
ー
ク
ル
、
愉
快
な
仲
間
達
そ
の
他
読
者
を
楽
し
く

さ
せ
、
元
気
づ
け
人
や
社
会
の
お
役
に
立
つ
原
稿
を
募
集
し
ま
す
。 

公民館講座 

『男の料理教室』を終えて 

   A

　
男
ノ
子
焼
の
里
れ
ん
げ

祭
り 

と
き
／
４
月
24
日
（
土
）
25

日
（
日
） 

会
場
／
男
ノ
子
焼
の
里
（
立

花
町
） 

れ
ん
げ
の
花
を
な
が
め
、
な

つ
か
し
い
ふ
る
さ
と
の
風
景

を
味
わ
い
な
が
ら
、
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

連
絡
先
：
男
ノ
子
焼
の
里 

1
０
９
４
３
―
２
２
―
５
４
３
２ 

          A

　
釈
迦
堂
花
ま
つ
り 

と
き
／
４
月
８
日
（
木
）
午

前
十
時
〜
午
後
六
時 

会
場
／
八
女
市
亀
甲
の
釈
迦

堂
境
内 

花
び
ら
で
き
れ
い
に
屋
根
を

葺
い
た
屋
形
の
中
で
、
釈
迦

立
像
に
甘
茶
を
柄
杓
で
か
け

な
が
ら
釈
迦
生
誕
を
祝
う
行

事
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
を

お
持
ち
下
さ
い
。
あ
ま
〜
い

甘
茶
を
差
し
上
げ
ま
す
。 

連
絡
先
：
江
崎 

1
０
９
０
―
３
０
７
４
―
７
０
３
８ 

A

　
第
３
回
上
妻
ま
つ
り 

と
き
／
４
月
25
日
（
日
）
９

時
〜 

会
場
／
上
妻
小
学
校 

地
域
住
民
総
出
で
育
て
る
子

ど
も
た
ち
。
バ
ザ
ー
、
八
女

検
定
他
。
ゲ
ス
ト
：
Ｋ
Ｂ
Ｃ

ブ
ギ
ウ
ギ
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ

リ
テ
ィ
、
ス
タ
ー
高
橋
（
高

橋
徹
郎
） 

1
０
９
４
３
―
２
２
―
４
４
０
１ 

上
妻
小
・
坂
井 

   A

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
航
空
は

最
新
の
機
内
設
備
を
搭
載
し

た
Ａ
３
３
０
型
機
を
４
月
28

日
よ
り
福
岡
―
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
路
線
に
就
航
し
ま
す
。
そ

れ
を
記
念
し
て
Ａ
３
３
０
特

製
エ
ア
ク
ラ
フ
ト
モ
デ
ル
（
４

０
０
分
の
１
サ
イ
ズ
・
非
売

品
６
０
０
０
円
相
当
）
を
５

名
の
方
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。 

お
問
い
合
せ
先 

w
w
w
.sin
g
a
p
o
rea
ir.co
.jp
 

1
０
３
―
３
２
１
３
―
３
４
３
１ 

       

　
ご
希
望
の
方
は
ハ
ガ
キ
で

東
兄
弟
印
刷
所
迄
。
現
品
の

発
送
を
も
っ
て
発
表
と
し
ま

す
。
（
応
募
多
数
の
場
合
は

抽
選
）
応
募
締
め
切
り
４
月

15
日 

   A
  W
o
o
d
y
-D
in
in
g
 P
IE
C
E
 

　
木
の
温
も
り
暖
か
い
空
間

が
広
が
る
店
内
で
、
本
格
パ

ス
タ
＆
手
作
り
ピ
ッ
ツ
ァ
、

牛
ほ
ほ
肉
の
赤
ワ
イ
ン
煮
込

み
な
ど
の
定
番
メ
ニ
ュ
ー
は

勿
論
、
コ
ー
ス
メ
ニ
ュ
ー
や

ド
リ
ン
ク
も
充
実
。
い
つ
も

と
は
違
う
雰
囲
気
で
大
切
な

人
と
の
特
別
な
時
間
を
過
ご

し
ま
せ
ん
か
。 

ク
ラ
ッ
シ
ー
を
見
て
予
約
さ

れ
た
方
全
員
に
４
月
末
ま
で

フ
ァ
ー
ス
ト
ド
リ
ン
ク
を
無

料
で
提
供
し
ま
す
。 

筑
後
市
羽
犬
塚
５
４
４
　
広

津
ビ
ル
１
Ｆ
（
免
許
試
験
場

信
号
近
く
） 
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営
業
時
間
：
18
時
〜
１
時 

店
休
日
：
火
曜
日
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を
ご
覧
下
さ
い
。 

母
親
の
心
で
　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
へ
　
お
く
り
だ
す 

ま
た
失
禁
　
あ
ら
、
ま
た
失
禁
　
こ
ま
っ
た
な
あ 

も
の
わ
す
れ
　
さ
れ
ど
隣
人
に
愛
さ
れ
る
　
義
父
の
人
徳 

ご
近
所
の
「
お
世
話
さ
ま
で
す
」
に
さ
さ
え
ら
れ 

介
護
川
柳 

マ
ダ
ム
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　私は17年前、八女市中学校英語

助手としてシアトル（米国）から

来日しました。14年前大坪恵美先

生とハッピーデイズイングリッシ

ュハウスを始め、以来イキイキと

した子どもたちに囲まれて、毎日

楽しく過ごしています。 

　長男快は４月で７才になります。

（学校の選択を一緒に悩んでくれ

てありがとうございました。友だ

ち作りのことを考えて、家の近く

の八幡小学校に決めました。）娘

ジェイミは３才になります。とて

も調子もの。外では天使、家では

怪獣。だけど２人の子どものおか

げで毎日が忙しく、充実です。こ

のコーナーではいつも勝手なこと

ばかり書いていますが、皆さん読

んで頂き感謝しています。何かご

質問、ご意見があればぜひ教えて

下さい。私のブログは 

http://gaijinmama.exblog.jpです。 

どこかで会ったら気軽に声を掛け

て下さいね。　　　　伊之坂ミキ 

　
講
座
担
当
の
野
中
さ
ん
が
、

「
男
も
厨
房
に
立
と
う
」
と

す
す
め
て
お
ら
れ
ま
す
が
、

全
く
同
感
で
す
。 

　
受
講
し
て
の
成
果
を

二
つ
報
告
し
ま
す
。 

一
、
男
も
食
生
活
に
関

心
を
持
つ
。 

か
つ
て
、
長
崎
県
の
離

島
に
三
年
間
単
身
赴
任

し
た
時
、
身
の
回
り
の

こ
と
は
全
て
自
分
で
し

て
い
ま
し
た
。
一
番
困

っ
た
の
は
や
は
り
食
事

で
し
た
。
暴
飲
・
暴
食

を
し
た
結
果
、
糖
尿
病
を
患

う
こ
と
と
な
り
現
在
は
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
と
食
生
活
の
改
善

に
よ
り
歯
止
め
を
か
け
て
い

ま
す
。 

二
、
家
庭
円
満
は
厨
房
の
共

同
作
業
に
あ
り
。 

六
十
代
初
め
に
妻
が
疲
労
を

訴
え
る
よ
う
に
な
り
、
炊
事

場
の
後
片
付
け
を
手
伝
う
様

に
な
り
ま
し
た
。
単
身
赴
任

の
経
験
も
あ
り
一
通
り
の
こ

と
は
経
験
し
て
い
ま
し
た
の

で
、
食
事
の
準
備
は
妻
、
後

片
付
け
は
私
、
と
分
業
が
定

着
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
れ

に
よ
っ
て
妻
の
趣
味
の
時
間

や
安
ら
ぎ
の
時
間
が
増
え
る

こ
と
と
な
り
、
妻
の
優
し
さ

を
感
じ
る
機
会
が
以
前
よ
り

多
く
な
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
体
験
を
活
か
し
て
、

今
後
も
料
理
に
関
心
を
持
ち

料
理
の
腕
を
更
に
上
げ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

八
女
市
　
服
部
圭
之
輔 

平
成
22
年
度
も
東
・
西
公
民

館
で
６
月
か
ら
『
男
性
料
理

教
室
』
を
開
講
の
予
定
で
す
。 

詳
細
は
、
八
女
市
広
報
（
４

月
15
日
号
）
の
公
民
館
講
座

案
内
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。 
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八
女
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー 

ＣＭＣ筑後ミュージカルカンパニー 
「彼方へ、流れの彼方へ」 
東京公演への道！！ 

　
リ
レ
ー
形
式
で
お
届
け
し

て
い
ま
す
、
「
彼
方
へ
、
流

れ
の
彼
方
へ
」
東
京
公
演
へ

の
道
。
今
回
は
衣
装
班
が
担

当
し
ま
す
。
先
日
、
公
演
に

む
け
て
小
道
具
・
衣
装
の
整

理
と
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
衣
装
は
、
市
民
の
皆
様

よ
り
ご
提
供
し
て
い
た
だ
い

た
和
服
で
で
き
て
い
ま
す
。

家
庭
に
眠
っ
て
い
た
和
服
が

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
手
に
よ
り
、

す
ば
ら
し
い
衣
装
へ
と
生
ま

れ
変
わ
り
ま
し
た
。
東
京
公

演
に
向
け
て
、
日
々
の
稽
古

の
み
な
ら
ず
そ
の
他
の
準
備

も
着
々
と
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
！ 

　
東
京
近
郊
に
在
住
の
方
に

ご
案
内
く
だ
さ
る
よ
う
に
「
ご

案
内
セ
ッ
ト
」
を
配
布
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
封
筒
に
80

円
切
手
を
貼
っ
て
い
る
の
で
、

宛
名
を
記
入
す
れ
ば
そ
の
ま

ま
郵
送
で
き
る
も
の
で
す
。

是
非
こ
の
公
演
の
案
内
を
知

人
の
み
な
さ
ん
に
お
送
り
く

だ
さ
い
。
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。 

東
京
公
演 

２
０
１
０
年
６
月
20
日
（
日
） 

Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｒ
Ｅ
１
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（
東
京
都
足
立
区
・
北
千
住
駅
直
結
） 

お
問
合
せ
　
筑
後
市
民
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
実
行
委
員
会 
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